
進行管理票

事務局記入

５　関連事業

目標値

Ⅰ-⑴

家庭における家事等の分担について
の回答が｢両方同じくらい」の割合（％）

18.3 25.0

（市役所）
時間外勤務の年平均時間（時間）

105.7
100.0
（Ｈ32）

○ワーク・ライフ・バランス推進事業（商工農林水産課）
　企業の職場環境整備への支援や企業訪問によるワーク・ライフ・バランスの
推進を図る。

○パパ・マママタニティスクール（こども課）
　初めての子どもを授かった夫婦に、妊娠・出産・育児等の助言、指導をす
る。

○家庭教育支援事業（生涯学習課）
　学校、地域など関係機関が連携して、子どもの成長に応じた親の関わり方
など様々な学習機会を提供する。
　・父親の子育て参加啓発講座

○男の料理教室（公民館主催）（生涯学習課）
　料理を通して男性が楽しみながら、固定的役割意識の解消を図る場を創
出する。

○男女共同参画推進事業（環境生活課）
　広報等掲載、啓発活動の実施

１　推進の柱Ⅰ　女性の活躍推進　（糸魚川市女性活躍推進計画）

２　基本的な方向　⑴ 働き方改革

３　基本的施策
 ① 長時間労働の削減等の働き方改革
 ② 男性の家事・育児・介護等への参画促進
 ③ 男女共同参画に関する男性の理解の促進

４　目標指標

６　数値目標、参考指標

実績値

指標
Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

「男性は仕事、女性は家庭を中心とす
る方がよい」の回答が「そう思わない」の
割合（％）

56.9 70.0



８　 判定理由・根拠

９　 課題・分析

10　今後の取組

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

７　 判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性



進行管理票

事務局記入

５　関連事業

目標値

○ワーク・ライフ・バランス推進事業【再掲】（商工農林水産課）
　企業の職場環境整備への支援や企業訪問によるワーク・ライフ・バランスの
推進を図る。

○テレワーク推進事業（商工農林水産課）
  ICTを活用したテレワークの普及や在宅就業等の支援・促進を図る。

○人材育成支援事業（商工農林水産課）
　市民や市内勤務者等の能力開発のために、受験料・受講料の一部を助成
する。

○男女共同参画推進事業【再掲】（環境生活課）
　広報等掲載、啓発活動の実施
　講演会等の開催

６　数値目標、参考指標

実績値

Ⅰ-⑶

「ワーク・ライフ・バランス」の名称、内容
を知っている人の割合（％）

12.1 30.0

１　推進の柱Ⅰ　女性の活躍推進　（糸魚川市女性活躍推進計画）

２　基本的な方向　⑶ 雇用等における男女共同参画の推進とワーク・ライフ・バランス

３　基本的施策
　① ワーク・ライフ・バランスの実現
　② 男女の雇用における均等な機会と待遇の確保など雇用環境の整備
　③ 多様なライフスタイルに対応した就業環境の整備
　④ 再就職、起業支援

４　目標指標

指標
Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

職場における男女格差について、「特
に男女格差はない」の回答割合（％）

23.3 50.0



８　判定理由・根拠

９　課題・分析

10　今後の取組

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

７　判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性



進行管理票

事務局記入

５　関連事業

目標値

○男女共同参画推進事業【再掲】（環境生活課）
　広報等掲載、啓発活動の実施

○女性消防団員の活躍（消防本部）
  広報等による募集

○人材育成支援事業（商工農林水産課）
　市民や市内勤務者等の能力開発のために、受験料・受講料の一部を助成
する。

○高度医療技術者人材育成支援事業（健康増進課）
　市内の病院に勤務する医師、看護師の医療に関する知識及び技術の向
上を図り、あわせて医師及び看護師の確保のため、資格取得及び長期研修
に必要な経費について補助金を交付する。

６　数値目標、参考指標

実績値

Ⅰ-⑷

１　推進の柱Ⅰ　女性の活躍推進　（糸魚川市女性活躍推進計画）

２　基本的な方向　⑷ 社会活動・さまざまな分野への男女共同参画の推進

３　基本的施策
　① 地域における男女共同参画の推進
　② 防災、科学技術・学術などさまざまな分野における女性の参画拡大

４　目標指標

指標
Ｈ27年度
現状値

Ｈ33年度
目標値

男女平等意識について、地域社会の
中で（町内会等の活動の中で）、「平等
になっている」と回答する人の割合
（％）

31.1 40.0



８　判定理由・根拠

９　課題・分析

10　今後の取組

男女共同参画推進委員会記入

審議会意見

評価
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性

7　判定
⑴ 達成度 ⑵今後の方向性


